
和邇小自慢和邇小自慢

和邇小学校のいいところは、和邇のことをい
ろいろ知ることができることです。３年生では
茶つみにいきました。５年生では漁港で、和邇
でとれる魚を知ったり、和邇小探検をしたりし
て和邇の自然について調べました。また、安全
マップを地区ごとに分かれて作りました。安全
マップを作っているときに、和邇について知れ
たので楽しかったです。
他にもいいところはたくさんあります。一言
でいうと和邇小はとても楽しい学校です。

（女子児童）

和邇小学校のいいところは委員会がたくさ
んあることです。委員会では学校のいろんな行
事を支えたり、イベントをしたり、学校内の放
送（給食の時も）、たまにテレビで面白い番組を
見ることができます。また、それぞれの委員会
は、ふだんは気づかないけど、いろいろな場面
で学校のために活躍してくれています。
学校で楽しく生活することができるのは、委
員会があるからだと私は思います。

（女子児童）

和邇小学校のいいところの中の一つは、イベ
ント委員会の『自分の特技見せまショー』があ
ることです。これは、全校のみんなに自分の特
技を見せるイベントです。昨年はダンスやピア
ノなどを発表してくれる人がいました。
みんなを楽しませてくれたり、人それぞれ
の特技を見せたり、とてもおもしろいイベン
トです。

（女子児童）

学校の沿革学校の沿革

明治 6. 8. 6 令徳学校（南浜）
6.10. 1 王仁学校（小野・高城・中村）

成章学校（北浜・中浜）
7. 1. 8 以文学校（栗原）
19.11. 1 簡易科栗原小学校

簡易科和邇小学校
20.11. 2 簡易科廃止  尋常科和邇小学校
25. 5. 1 和邇村立栗原尋常小学校（３年）

和邇村立和邇尋常小学校（４年）
27. 4. 1 和邇尋常高等小学校（高等科）
37. 2.16 新校舎完成（現在地）創立記念日
41. 3.31 栗原尋常小学校（分教場）

昭和 16. 4. 1 分教場と和邇尋常高等小学校が統合
「和邇国民学校」

19.11.12 校舎完成目前全焼
20.12.25 新校舎完成
22. 4.21 「和邇小学校」（村立和邇中学校併設。

Ｓ27.4.7に分離）
28.10.10 創立80周年祈念式典挙行
30.10. 1 「志賀町立和邇小学校」
31. 6.14 完全給食実施
40. 5.22 新校舎完成（現在の北校舎）
41.12.12 体育館落成
48. 2.26 創立100周年記念式典実施
53.11. 4 教室増改築工事完了
55. 3.31 児童数増により小野小学校と分離
55. 7.31 プール竣工
57. 3.27 増改築工事完了
58. 9.22 学校安全準優良校受賞
60. 8.31 北校舎改修工事
60. 9.28 交通安全功労賞受賞
60.11.12 県学校安全研究指定校
63. 2.16 文部省指定道徳教育１年目
63. 7. 1 内閣総理大臣表彰受賞（安全教育）

平成 8. 2.29 体育館竣工・中庭整備
15.12.22 創立130周年記念事業実施
18. 3.20 合併「大津市立和邇小学校」
21.10.20 校舎耐震工事終了
  24.11 校舎大規模改修工事
  26. 9 校舎大規模改修　完了
  27. 9 普通教室・特別教室空調設備完備

※和邇小学校キャラクター
　「わにっこり」

＊昨年度後援会・同窓会費で、
新１年生に黄色の通学帽子をプ
レゼントしました。

ありがとう
ございました！

＊子どもたちの作文を紹介します。

創立147年
和邇小学校後援会・同窓会

令和２年7月1日
第57号

和邇小学校後援会・同窓会　会長  畑　尚登

和邇小学校後援会・同窓会は、本年度で復活創立以来50年目を迎えます。卒業生の母校に対する熱い思いから復活した
同窓会でしたが、今では地域の皆様のご支援により、後援会・同窓会として学区全体で和邇小学校を支えていただいており
ます。本当にありがたいことと存じます。
その間、子どもたちの豊かな心を育てる図書の充実や教育環境の整備に寄与して参りました。一昨年度は、インフルエンザ
の予防のための加湿器を全教室に設置させていただき、また、昨年度より新入児童に交通安全の願いを込めた黄帽子を贈ら
せていただいております。子どもたちの安全な学校生活のためにも欠かせない予算となっております。
今年は、予期せぬ新型コロナウイルス感染症の流行により、社会全体が大きな影響を受けております。学校も例外ではなく、
子どもたちの学校生活にも多大な影響を及ぼしております。３ヶ月以上も学校に行けない状況に、子どもたちは不安いっぱい
だったことと思います。いつも通りの日常が、いかにかけがえのないものであるかを強く感じさせられました。今年度は、新型コ
ロナウイルスの感染防止の面でも、予算を活用させていただくつもりです。子どもたちや先生方が、安心して学校生活を送れる
ように、必要なものを購入して参りたいと存じます。
ところで、そうした費用のすべてが、地域の皆様の寄付により成り立っております。一人でも多くの方に会員となっていただき、
和邇小学校を支えていただきたいと思います。どうか、よろしくお願い申し上げます。
末筆になりましたが、会員の皆様のご多幸とご健勝を心よりお祈り申し上げます｡

校長　鎌田　豊
後援会・同窓会の会員の皆様、いつも和邇小学校を応援してい

ただきありがとうございます。皆様のご支援のお陰で、和邇小学校は
１４７年を迎えることができました。これもひとえに、和邇の子どもたちを
地域の方々が温かく支えて下さっているお陰だと感謝しております。皆
様に支えられてきたこの長い歴史の重みを感じながら、教職員一同、
一枚岩となって学校運営に取り組んでまいりたいと思います。
本年度は、新型コロナウイルス感染症に係る感染防止対策として、
緊急事態宣言を受けて本校でも４月１３日より５月末までの期間、臨時
休業となりました。子どもたちの姿が無い学校は本当に寂しいものであ
りました。改めて、子どもたちの笑顔や元気な声に、日々 私たちはエネ
ルギーをもらっていたことを再認識すると共に、日常当たり前だと思っ
ていたことの有り難さを実感しているところです。６月から学校再開とな
りますが、子どもたちの精神的・身体的な変調にもアンテナを高くはり、
「安心・安全」を重点に保護者・地域の方 と々連携しながら、新しい
学校生活様式を構築していかなければなりません。
例年、和邇小学校後援会・同窓会の皆様のお陰で、子どもたちに
役立つ物品を購入させて頂いております。昨年度は児童図書やビデ
オカメラを購入させて頂きました。子どもたちも大変喜び、有効活用さ
せて頂いております。子どもたちにあれば良いと思う物品はたくさんあり
ます。しかし市の予算の関係上、学習に係る物品を優先して購入し、
その他必要な物品に対して思い通りにお金を使うことができないという
のが実情です。しかし、本校には、地域で子どもたちの健全育成を温
かく後押ししていただいている「後援会・同窓会」という力強い応援
団が存在しており、皆様からの御支援が子どもたちの笑顔に繋がって
いることを忘れてはいけないと考えます。本年度も、子どもたちに役立
つ物を購入し、有効に活用させていただきたいと思います。心から感
謝しております。子どもたちにも、自分たちが周りの方々の温かい気持
ちで支えられていることを知ることは大切なことだと思いますので、しっ
かり伝えていきたいと思います。
保護者・教師・地域の共通の願いである「子どもたちの健やかな

成長」を具現化するこの活動が今後も末永く続くことを心から願ってい
ます。

ＰＴＡ会長　鳥嶋　武人
比良の山々の緑もひときわ色を深めてまいりました。
和邇小学校後援会・同窓会の皆様におかれましては益 ご々壮健に

てお過ごしのこととお慶び申し上げます。平素より本校PTAへの格別
なるご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ようやく緊急事態宣言も解除になり、和邇小学校に子供たちの元気
な姿が戻ってきました。今まで当たり前の様に繰り返してきた日常がど
れ程かけがえのないものだったのかを身に染みて気付かされた3ヵ月
間でした。６年生の息子も休校がこれ程長引くとは思っておらず、ずっ
と会えない友達の事をよく口にする様になり学校の再開をとても待ちわ
びておりました。
学習面では自宅でなんとか補う工夫や今後はオンライン授業等の期

待が進んでおりますが、皆が学校に集まり共同生活を通して日々 成長
してゆく過程はその生涯にとって本当に重要なことだと思います。
まだまだ手放しで安心出来る日は遠く、楽しみにしていた行事が次々

と中止になったり、子供らしく大声でじゃれ合う事も体育や音楽の授業
にも制約があり我慢は続いています。それでも学校に通う事が出来て
先生や友達に会えばマスクの下は皆「わにっこり！」です!
再び休校にならない為にあらゆる事にご尽力を続けて下さる学校関
係全ての方 に々心より感謝いたします。
子供たちは今後「コロナ世代」と呼称される事があるかもしれません

が、それは決して揶揄の意味ではなく、貴重な体験を積んで1日1日
の有難さと仲間を想う大切さを誰よりも知っている世代なんだと 良い意
味で伝わって行くものだと信じております。
これからの暮らしの様式がどのように変わって行くとしても、子供たち
の健全な成長と、安心・安全な学校生活を支えていくために何が出
来るかをよく考え、各ご家庭と学校、そして地域の方 と々の連携を図り
ながらPTA活動を続けて行きたいと思います。色 と々至らぬ点もある
かと存じますが、今後とも皆様の暖かいご支援を何卒宜しくお願い申
し上げます。

和邇小学校

復活創立50周年にあたって

かけがえのない学校生活のために温かい応援をありがとうございます



　令和２年度　後援会 ・ 同窓会役員名簿 

　後援会・同窓会名簿 　令和２年3月卒新会員
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会
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す
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一
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、
委
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名

一
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会
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二
名
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会
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委
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と
す
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は
役
員
会
で
推
薦
す
る
。

◆ 会　　長 畑　　尚登
◆ 副 会 長 德岡　明治（自治連合会長）鳥嶋　武人（ＰＴＡ会長）
◆ 名誉会長 鎌田　　豊（校長）
◆ 幹　　事 西田　　元（教頭）
◆ 会計監査 土井　拓男（支部長） 八軒　裕子（委員長）
◆ 支 部 長（各自治会長）

田中　政範（小野） 松永　大三（高城）
星川　茂一（和邇中） 渡邉　葉子（高城台）
松井　純治（今宿） 後村　和治（虹ヶ丘）
雨森　和夫（南浜） 南　　久光（栗原）
今西　市成（中浜） 高橋　邦明（春日一丁目）
中野　治昭（北浜） 岸本　松清（春日二丁目）
大平　和明（住吉台） 岡崎　達也（春日三丁目）
小谷　利直（北住吉） 土井　拓男（生川）

◆ 委　　員（ＰＴＡ地区委員）
八軒　裕子（委員長）
駒井　真弓（小野）
下山あかね（和邇中） 木下　純子（和邇中）
川尻　香織（今宿） 村田　庸世（今宿）
山田　朋子（南浜）
生野　美紀（中浜）
内田　良子（北浜）
尾﨑沙奈恵（住吉台）
西村美知子（北住吉）
小野　眞理（高城） 村瀬　昌宏（高城）
河上奈穂子（高城台） 髙山　千恵（高城台）
他谷紀美子（虹ヶ丘） 島津　由梨（虹ヶ丘）
岡本　則子（栗原）
中島功美子（春日一丁目）
遠藤　敬美（春日二丁目）
西村　洋子（春日三丁目） 邑樂きみ子（春日三丁目）
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本
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令和元年度　事　業　報　告 令和２年度　事　業　計　画

令和元年度　和邇小学校後援会・同窓会決算書 令和２年度　和邇小学校後援会・同窓会予算書

月 日 曜 事　　　業　　　等 主　　な　　内　　容
5　 22 水 ・後援会・同窓会役員会 ・平成３０年度事業・会計決算報告

・令和元年度事業計画・予算案承認
・令和元年度役員決定

7 1 月 ・会報（第56号）発行
3 27 金 ・会計監査

月 日 曜 事　　　業　　　等 主　　な　　内　　容
5　 20 水 ・後援会・同窓会役員会

【書面表決】
・令和元年度事業・会計決算報告
・令和２年度事業計画・予算案承認
・令和２年度役員決定

7 1 水 ・会報（第57号）発行
3 30 火 ・会計監査

項 目 予　算　額 決　算　額 増　減 付　　　記
会 費 450,000 405,000 ▲ 45,000 500×847戸
入 会 金 27,000 27,000 0 300×115人
雑 収 入 1 1 0 利息
繰 越 金 70,817 70,817 0
合 計 547,818 502,818 ▲ 45,000

項 目 前年度決算額 本年度予算額 付　　　　記
会 費 405,000 450,000 500×900戸
入 会 金 27,000 27,000 300×90人
雑 収 入 1 1 利息等
繰 越 金 70,817 90,472
合 計 502,818 567,473

項 目 予 算 額 決 算 額 付 記
繰 越 金 808,000 808,000
積 立 金       50,000       50,000
雑 収 入     0     0
合 計     858,000     858,000

項 目 前年度決算額 本年度予算額 付 記
繰 越 金 808,000 85,8000
積 立 金 50,000       50,000
雑 収 入 0     0
合 計 858,000       908,000

項 目 予 算 額 決 算 額 付 記
繰 出 金 0 0
合 計 0 0

項　　　目 予　算　額 決　算　額 増  減 付　　記

事 務 費
会 議 費 2,000 0 ▲ 2,000 用紙、封筒

消耗品費 1,000 0 ▲ 1,000

事 業 費

総 会 費 2,000 4,301 △ 2,301 湯茶

学校後援費 150,000 154,687 △ 4,687
入学記念品（黄帽）　　　63,000円
卒業記念写真代　　　　35,000円　　
かもメール、年賀状　 　56,687円

卒業記念費 70,200 70,200 0 マーカーペン　　　　　18,000円
証書ホルダ・胸花　　　52,200円

運 営 費
通 信 費 1,312 1,312 0 切手代

印 刷 費 56,000 56,000 0 会報、納付領収書印刷代

設備充実費 200,000 69,276 ▲ 130,724 ビデオカメラ　　　　　33,600円
児童図書　　　　　　　35,676円

積 立 金 積立金 50,000 50,000 0
予備費 15,306 6,570 ▲ 8,736 児童送りタクシー

合　　　計 547,818 412,346 ▲ 135,472

項　　　目 前年度決算額 本年度予算額 付　　記

事 務 費 会 議 費 0 2,000 用紙、封筒

消耗品費 0 1,000 文書ファイル

事 業 費

総 会 費 4,301 2,000 湯茶

学校後援費 154,687 150,000
入学記念品（黄帽）　　　 63,000円
卒業記念写真代 　　　　24,000円
学習活動・教材等充実費  63,000円

卒業記念費 70,200 70,200 記念品18,000円、胸花　9,000円
卒業証書ホルダー   　  43,200円

運 営 費
通 信 費 1,312 1,312 切手代

印 刷 費 56,000 56,000 会報、納付領収書印刷代

設備充実費 69,276 219,655 施設、備品、児童図書等　

積 立 金 積立金 50,000 50,000
予備費 6,570 15,306
合計 412,346 567,473

＜ 収入の部 ＞ ＜ 収入の部 ＞

＜ 支出の部 ＞
＜ 支出の部 ＞

＜ 支出の部 ＞

＜ 残　　高 ＞

＜ 残　　高 ＞

【積立勘定】＜ 収入の部 ＞

【積立勘定】＜ 収入の部 ＞ （単位:円）

（単位:円）

（単位:円）（単位:円）

（単位:円）

（単位:円）

（単位:円）

502,817円－412,346円＝90,472円　　残金90,472円は次年度に繰り越します。

858,000円－ 0円＝858,000 円　　積立金　858,000円は次年度に繰り越します。

青谷　幸哉 小野　　快 小嶋　遥斗 詫間　百花 永田　結有 林　　風弥 向井　大虎
赤井　優介 小野　未結 小菅　琴子 伊達　春幸 永田倫大朗 平古樹莉亜 村　　　葵
安達　沙羅 金田　珠緒 小谷　　暁 田中健太郎 中谷　明人 福田　遥人 森　　将克
石田　百萌 河合　桜花 小西　琳琥 田中　　暖 中屋敷　亮 福本　康太 森　美友貴
稲葉　胡花 川岡　廣仁 小林　明音 田辺　美咲 西川　遥規 藤野　　秀 安田　旭希
上坂　美和 川㞍　陸太 齊藤　泉希 谷村　大雅 西村　訊史 藤本　苺花 山口　絢慎
打越　夢結 川瀨　夢唄 塩谷　晄大 垂水　翔楽 野井　啓良 古屋　和奏 山田　蓮士
大江　崇正 神田　海利 芝﨑　有加 塚田　万葉 橋詰　颯太 細見　竜雅 山本　愛斗
大賀　悠莉 北村　　旭 柴田　楓音 辻　　咲菜 橋詰　輝音 松井　瑠良 𠮷野　惟月
岡野あんじ 木戸　希歌 下川　璃久 坪田　怜桜 長谷川実来 松山　陽飛 𠮷野　兜也
岡部倫太朗 木村　綾香 鈴木　　凜 出口　陽斗 畑中　悠汰 三田村柑奈 若林明日香
岡村　勇作 久乗　奈々 千田　悠陽 内藤　堯仁 早川　星愛 簑　　優輔 渡邉　夏和
尾﨑　龍奈 栗栖　心海 高田　苺果 中上　澄海 林　　杏樹 箕西　佐和


